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Hiroshima⅛╠ ╩ ⅎ╢ 2ה1 1
Japanese Experience of Social Development-Economy,
Infrastructure, and Peace 2ה1 1

Japanese Experience of Human Development-Culture,
Education, and Health 2ה1 1

SDGs┼─ ▪ⱪ꜡כ♅ 2ה1 1
SDGs┼─ ▪ⱪ꜡כ♅ 2ה1 1
SDGs┼─ ▪ⱪ꜡כ♅ 2ה1 2
♄▬Ᵽכ◦♥▫─ 2ה1 1
כ◦ꜝ♥ꜞ♃כ♦ 2ה1 1

כ◦ꜝ♥ꜞ 2ה1 1
◐ꜗꜞ▪ⱴⱠ☺ⱷfi♩ 2ה1 2

◐ꜗꜞ▪ⱴⱠ☺ⱷfi♩ 2ה1 2
☻♩꜠☻ⱴⱠ☺ⱷfi♩ 2ה1 2

☿◐ꜙꜞ♥▫ 2ה1 2
MOT 2ה1 1
▪fi♩꜠ⱪ꜠♫כ◦♇ⱪ 2ה1 1

1 2
─√╘─ 2ה1 2

ⱪ꜡☺▼◒♩ 2ה1 2
2ה1 1

ꜟכꜟ ─√╘─ 2ה1 1
─√╘─ 2ה1 1

─ ┼─ ▪ⱪ꜡כ♅ 1 2
fiꜛ◦כ♀▬ꜝ▪ꜙ☺ⱦ♃כ♦ 2ה1 1
fiꜛ◦כ♀▬ꜝ▪ꜙ☺ⱦ♃כ♦ 2ה1 1

ཎㄽ 2ה1 1
ཎㄽ 2ה1 1

─√╘─ ≤ 2ה1 2
≤ 2ה1 2

♪♇♁ⱷ♅כ◘ꜞ 1 2
1 1
1 1
2 1
2 1

Academic writing in psychology A 1 1
Academic writing in psychology B 1 1
Advanced academic writing in psychology A 2 1
Advanced academic writing in psychology B 2 1

з 1 2
1 2 2
1 2 2
1 2 2
1 2 2

з 1 2
и 1 2
й 1 2
к 1 2
з 2 2
и 2 2
й 2 2
к 2 2

1 1
и 1 2

2 2

履修基準（授業科目，修了要件，履修方法）
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ה ה ⌐⅔↑╢ ⌐ ∆╢ ≤ 1 2
─ ⌐ ∆╢ ≤ 1 2

臨床心理面接特講Ⅰ（心理支援に関する理論と実践） 1 2
и 2 2

⌐ ∆╢ ≤ ─ 1 2
⌐ ∆╢ ≤ ─ 1 2

⌐ ∆╢ ≤ ─ 2ה1 2
ה ⌐ ∆╢ ≤ ─ 2ה1 2
ה ⌐ ∆╢ ≤ ─ 2ה1 2

臨床心理査定演習Ⅰ（心理的アセスメントに関する理論と実践） 1 2
臨床心理査定演習Ⅱ 1 2

з 1 1
и 1 1

臨床心理実習Ⅰ（心理実践実習Ⅳ） 2 1
и 2 1
з 1 1
и 1 1
й 2 1
л 2 1

1 1
1 1
2 1
2 1

1～2 4

※配当年次の記載内容は，次のとおり。

1 ： 1年次に履修，　2 ： 2年次に履修，　1～2 ： 1年次から2年次で履修，　1・2 ： 履修年次を問わない

１．修了要件

２．履修方法

(1)

(2)
(3)
(4)

○心理学先端研究コースは，次の授業科目を履修すること。

(5)

(6)

プログラム専門科目：心理学プログラム専門科目から12単位以上及び「特別研究」4単位

心理学プログラム専門科目１２単位のうち

他プログラム専門科目 ： 2単位以上

なお，指導教員の許可を得て他研究科専門科目を履修し，単位を修得した場合は，「他プログラム専門科
目」に含むことができる。

心理学プログラム専門科目または他プログラム専門科目 ： 4単位以上

○臨床心理学実践・研究コースは，次の授業科目を履修すること。

研究基礎力養成科目
　臨床心理学特講Ⅰ

領域専門科目
　臨床心理学特講Ⅱ
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選択必修

特別研究 必修 4

研究科共通科目 ： 「人間社会科学特別講義」2単位を含め４単位以上

専攻共通科目 ： ２単位以上
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大学院共通科目 ： 持続可能な発展科目から１単位以上，キャリア開発・データリテラシー科目から１単位以
上

研究基礎力養成科目
　心理学研究法基礎演習A，心理学研究法基礎演習B から1 科目以上
　Academic writing in psychology A，Academic writing in psychology B から1 科目以上

領域専門科目
　心理学特講A，心理学特講B，心理学特講C，心理学特講D から1 科目以上

科

目

修了に必要な単位数を30単位以上とし，２の履修方法のとおり単位を修得し，かつ必要な研究指導を受けた
上で，修士論文及び最終試験又は博士論文研究基礎力審査に合格すること。


